
小樽市立潮見台中学校 学校だより                       第４号  令和８年６月３０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職 氏  名 学級担任等 担当教科 

校長 平井 秀昭   

教頭 加藤 俊明   

教諭 岡崎 利美 １年１組 保健体育 

教諭 鈴木 悠平 しおかぜ１組 特別支援 

教諭 本庄 昌宏 しおかぜ２組 特別支援 

教諭 堀内美津子 １年副担 数学・家庭 

教諭 山本 彩華 しおかぜ副担 家庭 

教諭 池田 美佳 ２年１組 音楽 

教諭 亀井 雄太 ２年２組 数学 

教諭 野田 恭吾 しおかぜ３組  

教諭 井上 拓也 ２年副担 理科 

教諭 上嶋 秀俊 ３年１組 美術・技術 

教諭 髙田 裕也 ３年２組 国語 

教諭 播磨 香織 ３年副担 英語 

教諭 鈴木美智恵 ３年副担 社会 

養教 山田 紀子 養護教諭 

事務 内海 洋子 事務職員 

用務 岩部  学 用務員 

配膳 吉川 章子 配膳員 

カウンセラー 嶋崎 玲子 スクールカウンセラー 
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【学校教育目標】 

自律・挑戦・認め合い 

【今年度重点目標】 

自律的に生き、学ぶ生徒の育成 

 

一期一会の出会いに～未来の優しさを育む～ 

 校 長  佐 藤 初 実 

 校長室の窓を開けると、グラウンドで行われている授業中の元気な生徒の声が飛び込んでくる季節になりました。 

前回の学校だよりでは、旅行行事になぞらえて「かわいい子には旅をさせよ」という内容をお伝えしましたが、今回は

「続編」として、ちょっとしたハプニングから生まれた「人との出会い」についてご紹介させてください。ぜひ、生徒の皆さ

んにも読んで、自分なりに考えてもらえると嬉しいです。 

3年生の修学旅行先でのことです。見知らぬ土地で次の集合場所が分からなくなり、困り果てていた本校の生徒がい

ました。集合時間が迫る中、その様子に気づき、一緒になって走りながら目的地まで案内してくださったのは、現地の高島

屋にあるユーハイムの店員さんでした。無事に帰着した後、生徒が感謝の気持ちを伝えるためにお礼の手紙を書いたと

ころ、後日、店員さんから大変丁寧なお返事をいただきました。 

そこには、思いがけない言葉が綴られていました。 

「出勤の際に通る道が、あの時一緒に走った道で、ふと『元気でいるかな？』と 

思い出していました。一緒に全力で走ったこと、私の思い出の1ページです。 

ほんの少しのお手伝いでしたが、お礼のお手紙を頂き感激いたしました。そして、この仕事を続けてきて良かったと嬉

しく思っております。楽しい時間をこちらこそありがとうございました」と。 

ことわざに「情けは人の為ならず」という言葉があります。人に親切にすることは、相手のためだけでなく、巡り

 巡って自分自身の心にも温かい幸福をもたらすという意味です。見ず知らずの中学生の困りごとに全力で寄り

添い、共に走った時間さえも「楽しい時間」と言い切ってくださる大人の姿に、私は深い思いやりと、一期一会の出会いを

大切にする心の品格を感じずにはいられません。子どもたちは、地域や社会の温かい目や大人たちに支えられ、見守ら

れながら生きているのだと、改めて胸が熱くなる出来事でした。 

生徒の皆さん、このエピソードは、決して特定の誰かだけの特別な経験ではありません。私たちは誰もが、誰かの優し

さに支えられて生きています。３年生が受け取ったこの「思いやりのバトン」を、今度は全校生徒の皆さんで引き継いでい

ってほしいと思います。 

日々の学校生活や地域での関わりの中で、困っている友達に声をかけること、すれ違う人に笑顔であいさつを交わす

こと。そうした小さな実践の積み重ねが、誰かの心を救い、皆さん自身の心を豊かにしていきます。 

皆さんが、この素晴らしい出会いから感謝の心を学び、いつの日か大人になったとき、今度は自分が誰かをそっと支え

られる、そんな「思いやりのある人」へと成長してくれることを心から願っています。 
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６月４日（木）、今年度１回目の避難訓練を実施しました。今回は調理室から出火の想定 

でしたが全校生徒が速やかに避難ができ、消火訓練も積極的に実施することができました。 

いつどんな時に火災や災害が起こるかわかりません。学校でも危機管理の徹底に努め 

ますが、ご家庭でも「もしもの時」について話題にしていただけると幸いです。 

避難訓練！もしもの時に備えて 



1 水

ライフマネジメント教室
クリーン作戦打ち合わせ
市P連広報誌作り方講習会

学校運営協議会

2 木
定例職員会議

【５時間授業】

3 金
教育実習終了
【午前授業】

4 土
中体連代表決定戦

中体連剣道（喜茂別）

5 日

6 月

7 火
三者面談①

【午前授業】

8 水
三者面談②

【午前授業】

9 木
三者面談③

【午前授業】

10 金 三者面談④【午前授業】

11 土

12 日

13 月 三者面談⑤【午前授業】

14 火
スクールカウンセラー来校
校内研修③【５時間授業】

住吉神社祭

15 水
文化祭一斉実行委員会①

【５時間授業】　住吉神社祭

16 木
防犯教室　大掃除

住吉神社祭

17 金 ジャンブルカップ

18 土

19 日

20 月 海の日

21 火
終業式　賞状伝達、生徒集会
【３時間授業】≪給食なし≫

22 水 学習会９～１１時

23 木 学習会９～１１時

24 金
学習会９～１１時
全道水泳（函館）

25 土
潮ねりこみ

全道水泳（函館）

26 日
全道水泳（函館）
全道陸上（旭川）

27 月 全道陸上（旭川）

28 火 全道陸上（旭川）

29 水 全道陸上（旭川）

30 木

31 金

日 週 行事予定

４３ｅｗｓａ                                  ７月の主な予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員室より  

先日新年度が始まったばかりと思って

いましたが、中体連も終わり今年も夏至

を過ぎました。これからは１日ごとに日

が短くなっていきます。校内では定期テ

スト、総合まとめ発表会（参観日）も終

わり、１学期に残すは今年度から新たに

始まる３者面談とジャンブルカップとな

りました。特にジャンブルカップでは各

学級のカラーを出して、それぞれベスト

を尽くして楽しい思い出にしてもらえれ

ばと思います。   （教頭 石澤） 

中体連 結果一覧本校生徒が健闘した結果は次の通りとなります。 

・水泳 女子１００ｍ自由形  中畑莉子１位（全道大会出場）※敬称略 
女子２００ｍメドレー 中畑莉子１位（全道大会出場） 

    男子２００ｍ背泳ぎ  土田怜央１位（全道大会出場） 
    男子５０ｍ自由形   土田怜央２位 
・サッカー 対北後志８－０勝利    決勝 対余市 惜敗１－３第２位 
・バスケットボール  １回戦 対 岩内  34：114 敗退 
・バドミントン 女子個人 松木陽向 ベスト８ 
・体操 大塚紗愛 女子二部 床１位 平均台２位 跳馬３位 

総合２位（全道大会出場）  
・陸上競技 
女子８００ｍ  佐々木陽菜 １位（全道大会出場） 
男子４００ｍＲ 千田航平 佐々木勇仁 ３位（全道大会出場） 
女子４００ｍＲ  井上祐陽 柴田琴音 斉藤未怜 佐々木陽菜 ４位
女子１００ｍＨ 佐々木陽菜 ２位 
男子砲丸投げ 佐々木勇仁 ３位 女子砲丸投げ 菅野凛子  ６位 
男子４００ｍ   千田航平    ４位  女子２００ｍ 斉藤未怜  ６位 
男子１年１００ｍ 中島大翔  ５位   
女子１年１００ｍ 島このは  ８位 

※通信陸上女子８００ｍ１位 佐々木陽菜（全道大会出場） 
※剣道大会はこの後７／４（土）に実施予定です。 

 

    知る→つなぐ→創る  総合のまとめ発表会 

６月１６日～１９日、３年生を皮切りに各学年の旅行的行事で調

べて作り上げたまとめ発表会を行いました。１年生は「知る」、２年

生は「つなぐ」、３年生は「創る」を目標に、小樽、道内、そして関

東を調べ、小樽の街づくりへとつなげる取り組みをすすめ、お土産、

少子化対策、高齢化など各班オリジナリティあふれる提案をするこ

とができました。小樽市の今後に向けて活かしてほしいと思います。 

旅行を終え、制作した３年生の川柳をご紹介します。 

３年生 旅の川柳 

・初飛行 都会の波に飲み込まれ あっという間に小樽着 

・中華街 無限に届く 小籠包  ・大都会 カメラ構えて起動せず 

・「またね」より「帰りたくない」が先に出る  ・扉開き 駅を間違え 友降りた 

・空腹で ３分待てず 旅の夜  ・デジカメに 笑顔いっぱい 詰め込んだ 

・迷わない 首都の電車も 余裕じゃん  ・暑し日に 電車に乗れず 総崩れ 

・初めての 満員電車 きつすぎた  ・セオじゃなく スワに変えられ いとおかし 

・もんじゃ焼き みんなで食べるの おいしいな  ・東京が 暑すぎて滅 夏バテだ 

・東京で 帰りの電車 六十分 想い人との ふたりごとかな 

・東京だ 帰りたくない 最後の日  ・予定消え 笑顔が残る 旅の果て 

・中華街 頼み過ぎて 大はしゃぎ  ・トラブルで もらえなかった あのカード 

・また来たい そう思わせる 旅でした・・  ・夏の夜 友とはしゃぐ 旅の宿 

・オムライス ポムの樹とても おいしいね  ・友達が 必ず改札 引っかかる 

・早すぎる 楽しい時間 もう終わり  ・お見事に みんなで語った 秘密事 

・墨田区へ 意気揚々と踏み出せば その目に広がる 渋谷の光景 

・最後の旅 笑いも怒りも 涙さえ すべてが詰まる 修学旅行 

・この旅の すべての時間が 宝物  ・急げほら 時計を見ろよ 五分前 

・東京都 どこもかしこも 迷路のよう  ・乗り物で 胃酸逆流 ハプニング 

・東京の 空を離れて見えたもの 北海道という 大きな安心 

・横浜に 笑顔と思い出 風薫る  ・見上げると いつでもどこでも 高層ビル 

・電車内 つり革奪った おじいさん  ・中華料理 おたまでのんだ たまごスープ 

・都会とは 満員電車 人の波  ・毎日が 思い出たくさん いいことだ 

・日を浴びて 一日たてば エムパベ化  ・慣れない地 マップを頼りに 歩き出す 

・食べ過ぎて 歩くスピード カメになる  ・自主研で 大パニックな 島まさと 

・一日目 ホテルに着くとまず風呂に 上がるころには 就寝時間 

・最後の旅 すべてのことが 宝物  ・目が覚めた 私の布団は どこいった 

・どこ見ても 見知らぬ景色 新体験  ・写真より まぶしく残る 修学旅行 

・バスの中 後ろの人達 騒がしい  ・人混みと 暑さに負けて くたくただ 

２ 


